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５．鳥類の現地調査について 

今回実施する現地調査は、環境影響評価において、事業により著しい影響が生じることが

ないかを予測・評価するために行うものです。そのため、対象事業実施区域周辺における動

物の詳細かつ網羅的な把握ではなく、「インパクトを受けやすく、重大な影響に繋がりやすい

と考えられる希少種である猛禽類の生息状況を重点的に把握する」を目的として実施するこ

ととしました。 

 

表-1 現地調査の内容（鳥類） 

調査項目 調査内容 

鳥類 ■調査時期・頻度 

 ・4 月下旬       ：春の渡り～繁殖期（１日） 

 ・5 月中旬～5月下旬 ：繁殖期 （１日） 

 ・6 月中旬～6月下旬 ：繁殖期 （１日） 

 ・9 月上旬～9月下旬 ：秋の渡り（１日） 

 ・1 月中旬～2月中旬 ：越冬期 （１日） 

 

■調査方法 

 （１）「ラインセンサス法※１」、「定点観察法※２」、「任意観察法※３」、「猛禽類の観察※４」 

１）鳥類の活動が活発な早朝～午前中を中心に調査を実施します。 

２）鳥類は、調査当日に「ラインセンサス法」及び「定点観察法」を併用して調査 

を実施します。２つの調査終了後、継続して「任意観察法」による調査を行い、 

情報量の充実を図ります。 

３）「任意観察法」では、調査地域内の網羅的な巡回に努めると共に、鳥類の観察 

に適した場所では一定時間留まるなど工夫し、効率的な情報収集を図ります。 

同時に、猛禽類の食痕も調査します。 

４）上記 1)～3)とは別に、猛禽類の情報を収集するため、猛禽類を観察する定点を 

  １地点設定します。 

 

 （２）調査人数：３名／日 

    ２名：鳥類の観察を中心とした調査 

       （「ラインセンサス法」＆「定点観察法」） 

         ⇒ 終了後、任意観察法（食痕調査含む）を実施 

    １名：猛禽類の観察を中心とした調査 

      （調査定点からの観測） 

 

「夜間調査」 

  ：面積の小さい樹林地でも繁殖している可能性があるフクロウ類として、主にアオバ

ズク（県 RDB：VU、国 RL：－）を対象として調査を実施します。 

  ：調査時期は、縄張り維持や威嚇などに係る鳴き声が頻繁に聞こえると考えられる時

期として、繁殖期の 5月（中旬～下旬）に１日実施します。 

 

※１ ラインセンサス法：予め設定した調査定線(センサスライン)を歩き、周辺に出現する鳥類を観察する手法。 

※２ 定点観察法：センサスライン上に展望がある程度確保できる場所を予め設定し、調査定点に留まり周辺の 

         鳥類を観測する手法。 

※３ 任意観察法：観察にあたりルール(移動速度など)を設けず、調査対象範囲を自由に踏査し観測する手法。 

※４ 猛禽類の観察：広域を見渡すことが可能な見晴らしの良い場所に調査定点を設定し観測を実施。 
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６．帷子川親水緑道の位置づけ等について 

帷子川親水緑道と、周辺地域との関係は図-1、図-2 及び図-3 のとおりです。 

地域の大きな緑地として、旭区には「横浜市の緑の 10 大拠点」の内の 4拠点が位置してい

ます。また、図-2 に示すとおり、帷子川親水緑道から「緑の軸」「河川の軸」をとおり、緑

の 10 大拠点へ繋がっています。 

帷子川親水緑道の特徴は水辺がある緑地空間となっていますが、図-3 に示すとおり、近

隣にも存在しています。 

 

◆環境方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：旭区マスタープラン（平成 30 年 11 月、旭区役所） 

図-1 周辺地域の状況① 

帷子川親水緑道 
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出典：横浜市水とみどりの基本計画（平成 28 年 6 月） 

 

図-2 周辺地域の状況②（「横浜市水と緑の基本計画」との関係） 

帷子川親水緑道 
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図-3 周辺地域の状況③ 

帷子川親水緑道 

水辺のある緑地空間 

（方法書 3-12、3-59 より作成） 
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７．帷子川親水緑道の改変範囲について 

 現時点で想定している改変範囲は、図-4 のとおりです。 

約 2.2ha（帷子川親水緑道及び鶴ヶ峰二丁目特別緑地保全地区の合計面積）の内、改変面 

積は約 0.2ha となります。 

なお、「鶴ヶ峰二丁目特別緑地保全地区」はシールドトンネル区間となるため、地上部の改

変は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 帷子川親水緑道の改変範囲 


